
            カ フ カ 作 品 に お け る歌 の モ テ ィー フ

        ― 『歌 姫 ヨゼ フィー ネ 、あ るい は ネ ズ ミ族 』を 中 心 に ―

                                   佐 々 木 茂 人

はじめ に

晩年 のカフカは、ユ ダヤ的な生活を送 っていた。1920年 ごろか らシオニズムに 関心を示 し、パ レス

チナ に移 住を考 え、ヘ ブライ語 、、、心に学んで いた。1923年 には、ミュー リッツの東方ユダヤ人のコ

ロニー で出会つた ドーラとベ ル リンに移住 し、そこでもユダヤ大学 に通ってタルムー ドにつ いての講

義を聞いていた。また 、友人の紹 介でユダヤ系の出版 社と個人的なつながりを持 っていた。

1924年 に執 筆され た『歌姫 ヨゼフィー ネ 、あるいはネズミ族 』も、こうしたカフカ の晩年 を前提 に解

釈され 、ユダヤ人を撒 ・た物 語と考えられ ている。例えば、ロバー トソンは物語を評 して次のように述

べている。「この物語 は、単に洗練 された思考と巧妙なフモ ール に満 ちているだけでない。彼(カ フカ

― 引用者)は ネズミ達を中心に据え 、彼 らの生をいきいきと描 くことによって、同時にディアスポラにあ

るユダヤ民 族の生 全体を 見通す 歴史的な視座を開いたのである」1。

しかし、『ヨゼフィー ネ』は 寓意的 な物 語であり、様 々に解釈 されうる。先の ロバー トソンの解 釈は、ネ

ズミ族 がユダヤ民族を表 しているとす るが、そのように捉えない解釈もある。例 えば、ポリツァー は、物

語とユダヤ人との 関連を指 摘 しなが らも、ネズ ミ族 はユダヤ人を表していな いとす る2。彼が問題 にす

るのは 、ネズミ族が歴 史研究をなお ざりにしているという物語の記述で ある。他 の民族に比べ て、ず つ

と歴史 に意 識的 なユ ダヤ人 が歴 史研究 をなおざりにするはず がない。ネズミ族 には歴史意識が欠 け

ているので 、この一族が ユダ ヤ人を表 しているとは考えにくいというの漕 。

カフカがネズミ族 に物 語の 比重を置いたことは、タイトル 変更の経緯か ら分か る。最初、カフカは 、

lRitchie Rober的on:Kafka . Judentum. Gese皿schalt. Literatur:Aus dem Englischen von Josef Billen.

Stuttgart 1988, S368.ま たバイヨンニも物語を晩年のカフカとの関連で捉えている。 V"Giuliano Baioni:

Katka. Literatur und Judentum. Aus dem Italienischen von Gertrud Billen und Josef Billen. Stuttgart

1994.
aHeinz Politzen. Franz Kafka. Der K�stler. Frankfiut a. M..1978,5.483.
sEbd ., S―484.―方、ロバートソンは歴史を「歴史記述の意味における歴史」と解釈し、「歴史意識」がネズミ族に欠

け0・ るわけではないとしている。彼によれば、ユダヤ民族の歴史においては、歴史記述の空白の時代があるとい

う。カフカは、書物あるいは斗ダヤの教育機関を通じてこのことを知っていて、それをネズミ族に投影したというので

ある。R6bertson, a.a.(}, S―365£
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物語を『歌姫ヨゼフィー ネ』というタイトルで発 表した。ところが、物 語集 にまとめる時に、『歌姫ヨゼフィ

ーネ
、あるいはネズミ族』にタイトル を変えた。その 際、次 のように記 した。「物 語は新 しいタイトル にし

た/『 歌姫ヨゼフィーネ 、あるいはネズミ族』/こん な 「あるいは 」つ きのタイトル はあまりす っきりしな

い/が 、これ には特男1ぬ意味があるかもしれない/天 秤のようなところがある」4。とはいえ、カフカは、

ネズミ族 がユダヤ民 族であると灰 めかしていない。またその ような記述 もない。ネズミ族がユダヤ民族

を表 しているとす る解釈を支 えるのは、あくまで晩年のカフカの境遇な のである。

本稿は 、従来 の解 釈と異なった観 点か ら物語 とユ ダヤ性 との 関連を考 察す る。物語 とユダヤ性 との

関連を、歌 のモ ティーフに求める。まず 最初 に『ヨゼフィー ネ』にお ける歌 を考察す る。次 に『ヨゼフィ

ーネ 』以前の物語で用い られた歌のモティーフを検 討す る
。この作業 によって、カフカの物語 にお け

る歌のモティー フの流れ が明らか になる。そして最後 に、何 がモティー フに影 響を与えたか 考察する。

従来の カフカと(歌も含 めた)音 楽 に関する研究で は、カフカの非音剰 生が問題になつた。本 稿では、

歌のモティーフにはイデ ィッシュ演劇との出会いが影響 していることを指摘す る。

1.

『ヨゼフィーネ』の叙述 は 、矛盾 に満ちていると指 摘され る。ヨゼフィー ネの歌 につ いて― つの 主張

がされ ると、それ が次 には否定され る。そのためヨゼフィーネ の歌の解 釈が難 しくなるという5。物 語の

叙述を客観 的な事実とした上での指摘である。ところが 、物語を語 っているのは 、いわゆる全知の語り

手ではない。一匹のネズミ、しかもヨゼフィーネの反 対派 に属す るネズ ミが物語を語っている。主張 が

一貫しなけれ ばならないわけではない
。この物 語の 語り手は、視 点を変えながらヨゼ フィ「ネの歌 に

っ いて考えているのである。

以上を念頭 におい て物語を見てみよう6。

まず語り手 は、歌とはそもそも何か 考察している。ネズミ族 は非 音楽的な民族であるが、彼 らには 歌

の伝承がある。そのため歌 がどのようなものであるのかお ぼろげ に分 かるという。ヨゼフィーネの 「歌」

は 、この伝 承か ら外れている(351)。 語り手 は問う、で はヨゼフィー ネの 「歌」は歌 であるのか。もしか

すると、ヨゼフィーネの 「歌」は 単なるネズ鳴きではないのか。

ここでいうネズ 鳴きとは 、ネズミ族 の 「独 特な生 活表現 」(352)で あり、誰もが意 識 せず にしているこ

aJoachim Unseld:Franz Kafka . Ein Schriftstellerleben. M�chen 1982,5.230.
5ほ とんどの研究者が叙述の矛盾について触れている

。キーンレヒナーは、語り手を最初の解釈者としながらも、物

語を読み解くのに苦しんでいる。Sabina Kienlechner:Nega廿vitat der Erkenntnおhll W6rk Franz Kafkas.

Thb血gen 1981,5.127―
6テ キストには

、Franz Kafka:Drucke zu Lebzeiten. Hg. von Wolf Kittier, Hans-Geld Koch und Gerhard

Neumann, Frankfurt a. M.1994を 用いた 以称 鋤 にページ数を記す。
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とである。ヨゼフィーネ の 「歌」がネズ鳴 きで あるとすれ ば 、もちろん 歌ではなくなつて しまう。しかし、

ヨゼフィー ネの 「歌」は単 なるネズ鳴 きでは ない。遠くか ら聞けば 、か細 いネズ 鳴きに過ぎな いが、ヨ

ゼフィーネの前 に立つ と、「そこにあるのは 、ネズ 鳴きだ けで はない 」(352)と分か る。彼 女が歌って

いるの を聞くだけでなく、見ることも重要 になる。

語 り手は、こうした状 況をくるみ割 りの比 喩を用いて語 っている。くるみ割りは 芸ではない。わ ざわざ

観衆を集め、その前で くるみ 割 りをする者 は いな い。それでも観 衆 の前で くるみ割 りをし、うまく行 け

ば 、それ は単 なるくるみ割 りで はなくなる。語り手 は、このようなくるみ割りとヨゼフィー ネの 「歌」は似

ているかもしれない という。つ まり、ヨゼフィーネの 「歌」はネズ鳴きだが、わ ざと皆の前 でしてみ せ る

ことによって特殊なもの になるのだ。しかし、彼女の 「歌 」はこの比喩で説明できない。ヨゼ フィーネは、

彼女 の芸をネズ鳴きとみなす 主 張を笑い飛 ば して否定する。くるみ 割りの 比喩を用いた語 り手 も、ヨ

ゼフィーネの 「蜘 の前で は彼女 の意見 に同意する。

  (…)そして彼女を前にして座れ ば、彼女の言っていることが分かる。反対できるのは、遠くにいる時

  だけである。彼女の前に座れば、彼女がここでネズ鳴きをして表すのは、ネズ鳴きの音でないと分か

  るのである。(354)

このように、ヨゼフィーネの 「歌」そのものを考察す るだけでは不十 分である。「歌」に関わ りのある現

象も考 慮しなけれ ばならな い。語 り手 は主 に二つ の現象を考察している。―つ が 「歌」を包む 静 すさ、

もう一つが 「歌」の集 いである。

語 り手によれ ば、気 分が 良い時、ネズミ族 はネズ鳴きをするという。しかし、ヨゼフィーネ の「歌」の前

で はネズ鳴きをしない。彼女 の 「歌 ∫を聞いて気 分が良くなるのに、聴衆 はネズ 鳴きをしな いのである。

それ は、自分たちのネズ鳴きによつて妨 げられ た平和 を手にしたかのようで あるとい う。このヨゼフィ

ー ネの 「歌」に特有の現 象につ いて
、語 り手は次のように問いか けている。

  我々をうっとりさせるのは彼女の 「歌」だろうか、それともひょっとして弱々しい声を包む厳粛な静けさ

  だろうか。(354)

ここでは叙述 の重 点が 、彼女 の「歌」で はなくて、「歌」を聞く聴衆 に移 動している。「歌 」の集い の場 合

も同じで ある。これ は 「歌 唱会とい うより、む しろ一族 の集 い」(361)で あるという。語り手は 、夢を見る

ように 「歌」を聞く人 々を描写している。
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  それはまるで、一人―人の手足の力が抜けるかのようであり、落ち着く間のない者が、一族という

  大きな温かいベッドのなかでやっと体を伸ばせるかのようである。そしてこの夢想の 中にときおりヨ

  ゼフィーネのネズ鳴きが響いてくる。(366)

ヨゼフィーネ の 厭 」は、この集い にぴったりしている。集 いでの 「歌」には 、「束の 間の哀れ な幼年 時

代」、「失われ て再び 見出す ことのできない幸福 」、「忙 しい今 日の生活 」、さらには 、「ささや かで 、不

可解であるがや はり存在し、決してなくしてしまうことの できない陽気さ」、こうしたものが少 しずっ 含ま

れて いるのである(366)。 つまり、この集 いで は 、ヨゼ フィーネ の 「歌 」と一族の夢 想が溶 け合い 、一

族はか って見た夢と現在 の希 望のよす がを「歌 」に見 出す のである。

では、ネズミ族は、このような 「駒 を歌 うヨゼフィーネをどのように扱つているのか。語り手によれ ば、

ネズミ族 は、ヨゼフィー ネを自分たちの子供 のように扱っているという。ヨゼフィーネの 「Pの カ が強く

とも、ネズミ族 は決して盲 目的 にヨゼフィーネの言い なりになつているわ けで はない 。む しろネズミ族

はヨゼ フィーネ をい たわ つている。あたかも「この壊れ や す く、大切 にす べき(…)存 在」を守らなくて

はな らないかのようであるという。父親 のように鷹 揚 に、一族 全体 がヨゼ フィー ネの 面倒 を見ている。

それ は、個人 の力と比 べ られ ないくらい大きな力である。そ のため、「ネズミ族 はこの守るべ き子供を

自分たちの近 くに引き寄せ て、その温か さを感 じさせ るだけで 良い。それ だけでこの 子供は 十分 に

保護 されるのである」(359)。

しか し、ヨゼ フィーネ の扱い と「歌 」を認めることは別 である。ヨゼ フィー ネは、ネズミ族 を相 手 に 自分

の 「歌」を認めさせようとす る。彼 女は歌い始 めた頃から、「歌」のことを考えて仕事か ら離 れようとして

いる。自分 のた めにネズミ族 は 日々のパンを手 に入れ るべ きと考えるか らである。語 り手は 、これ が

彼女のポー ズに過 ぎないことを見抜 いている。実際 には彼女 も物の 道理をわきまえている。働 くのを

恐れ るわけではない。また、労働は彼女の歌 の邪魔 にはならず 、彼 女 の歌が今以上 になるわけでも

ない。っまり、彼 女が望んで いるのは 、ただ 「自らの芸を公 に認めてもらうこと、はっきりと、時代を超え

て、これまでのすべ ての有名人をはるか に上回 るくらい に認 めてもらうこと」(370)な のである。

彼女の 「歌」が認められ ない原 因はネズミ族 にある。ヨゼ フィーネ の 「歌 」が歌であるかどうかは別と

して、そもそもネズミ族 は、音楽を享受で きない ので ある。語り手は 、そ の理由を、ネズミ族 の、あまり

に短 い青春と非 常に長い老年で説 明している。長 い間大人 でいる疲 労か ら、一族は 倦怠感 にひたさ

れ 、審美 的なもの に対す る感受性を失 ってしまつたのであろうか。語 り手 は考 える、ネズ ミ族 は 、「あま

りにも年 をとりす ぎて、音楽 を楽しめない。我 々の苦 しい 状況か らす れ ば 、音楽 による興 奮や 高揚は

ふ さわ しくないのだ。我 々 は物憂 げ に音楽を払い のける。我々 はネズ鳴きに引っ込ん だ。時お りのち

ょっとしたネズ鳴き、我 々にはそれ がちょうどいいのである」(365)。
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そ のように音楽 を拒 む 一族 にとつてヨゼ フィー ネの 「歌1は 何だろうか。語 り手は述べ ている、彼 女の

「歌Jは 「我 々を煩わす ことがな い。我 々 にぴつたりで 、我々はそれを心地 鼠 聞くことができる。たとえ

そこに音楽 的なもの が残 っていたとしても、その音楽としての機能 はほとん どなくなっている。つまり、

何らか の音 楽の伝 統は守 られてい るわ けだが、そ のことで我 々は少しも苦しまないのである」(365)。

彼女の 「歌」が 限りなく音楽 か ら遠くなり、ネズ鳴 きに近 づいているため に、ネズ ミ族は 「歌 」に 耳を傾

けるの である。

このように見てくると、ヨゼフィー ネの 「歌」は次のようなものになる。まず、単なるネズ 鳴きで はない。

遠 くか らはか 細いネズ鳴 きに聞こえるが 、彼女を前にするとネズ鳴 きではないと分か るか らである。ま

た 「歌」を理解す るには 、「歌 」以外 の現 象も重 要になる。「歌」を包 む静 すさ、「歌」の集 い 、特 に集 い

での 「歌」は、ネズミ族 を夢の世 界にいざなうものである。ネズミ族 は彼女の 「歌 」を認 めない。そもそも

彼 らは音楽を享受 できない のである。しか し、彼 女の 「歌」を聞くことはできる。つまり、ヨゼフィー ネの

「歌」は 、音楽ではなく、ネズ鳴 きでもない。またネズミ族から認め られないが、非 常に大きなカを持 っ

ている。

では 、語り手は 、物語 を通 じて何を語 っているのだろうか。物 語の冒頭から分かるように 、語り手が

考察を始 めたきつか けは、ヨゼ フィーネの 「歌」が消えてゆくことにあつた。語り手 が語 っている時点に

お いて、ヨゼフィーネ はいなくなってい る。語り手 は 、彼女 の 「歌」を今一度 考察したのである。そして

最後 に、彼 女の 「歌」は、彼 女の存命 中で さえ 「歌」につ いての単なる記憶を越 えるものだつたのか問

い、次 のように続 けている。「もしかしたら我 々は 、彼女がいなくなつても大して困らないかもしれ ない。

一方
、ヨゼフィー ネ は 、選 ば れ た者 に与 えられ ると自ら主張していた世俗の 苦しみ から解放 され 、

我 々一族 の数 知れ ぬ英雄 の 中に嬉 しげ に姿 を消してゆくだろう。そして、我 々は歴 史を記録しない

か ら、じきにもつと解 き放 たれ て、彼 女のす べ ての 兄弟と同様 に忘 れられてゆくだろう」(377)。語り手

が物語 を通 して語 っているのは 、ネズミ族が 、歌でもなくネズ鳴きでもない 「歌」によつて引きつ けられ

るにもかかわ らず 、彼 女の 「歌」を忘れ てゆくことなのである。

それ では 、歌でもなくネズ 鳴きでもない 「歌」を描 くことによつて、カフカは何を表現 しようとしたのだ

ろうか。物語 だけを手 がか りに したの では 、この 間題 に答えることがで きない。物謡 ま極 めて寓意 的

だ からである。こうした理 由から、従来 の研 究は、カフカの伝記資料などを参考 に、物 語か らカフカと

文 学の 関係などを読 み取 ってきた7。本稿もカフカの伝記 資料をもとに物語 を解 釈す る。ただし、解 釈

をす る前 に、「歌」につ いてさらに考 察しておきたい。歌の描 写は、初 期の『失 踪者』から『ある犬の研

究 』まで 、幾っか の物語の 中に現れ 、いずれもヨゼフィーネの 「歌」と共通点 をもつている。以 下で は、

ヨゼフィー ネの 「歌」もカフカの歌の モティーフと位 置付 け、『ヨゼフィーネ』以前の物語 に描かれ た歌

'VgL Kienlechner
, a.a.0.
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を見て行く。

2.

カフカの物語のなかで、最初 に歌 のモティー フが現 れるのは 、1912年 か ら1914年 にか けて執 筆

され た『失踪者 』におい てである。物 語の第 四章に、一 人の人物の 歌う場 面が描かれている。

  (―――)それに続けてロビンソンは 口を一杯にあけて唄を歌い始め、デラマルシュが手拍子を取った。

  カールはこの唄が故郷のオペ レッタのメロディーと分かつたが、ここで聞いた英語のものは以前ヨー

  ロッパで聞いたのよりずつと気に入るものだつた。8

主 人公 のカール ・ロスマンは 、世話 になつていた叔父 のもとを去 り、一人旅を始 める。たまたま泊まっ

た宿で知 り合い になつた二人連 れ(ロビンソンとデ ラマル シュ)とバ ター フォー ドを 目指 す。上の場 面

は、ロビンソンが、後にしたニューヨークを眺めなが ら突 然歌い始 める場面で ある。カー ル は彼 の歌

に聞き入 り、デラマル シュは手で音頭を取る。野外 は舞 台 に変 わったか に見 える。しか し、これ に続

けて次のように語られる。「そうして、野 外の小さな催 しになつ鳥 三人ともこれ に加わった。ただ 、この

メロデ ィーを楽 しんでいるという街だ けは、何も知 らないかのようだ つた。」(Vl 14)

上の 引用 部は 、物 語に突然挟み 込まれ 、一体 何を意 味す るのか 分か らない。ところがブル ネル ダ

の 断章 を見ると、歌のモティーフは彼 女を通じてはっきりと否 定的 に扱 われてい る。引用す ると長 くな

るので 、ここで はまとめておく。以前 「偉大 な歌姫」(V235)で あったブル ネルダ は、今で は全く落ちぶ

れ た生活を送つている。郊外 の高い所に住み 、街 とは没 交渉であり、日がな一 日ソファー の上で暮 ら

している。引越しを考えているが 、体が重い上、近 所 から嫌 われ ているので無 理である。さらに、偉 大

な歌手であつたにもかかわ らず 、周りか ら歌うことを禁 じられて いる。彼女 は歌 う代りに男 のように叫ん

で体 を痛 める(V245)。

 『失踪者 』は未完 に終わっている。そのため 、上に 引いた ロビンソンとブルネルダが 、どのような人

物 になる予定であつたのか知ることはできない。ただ ブル ネル ダ につ いては 、何度も新た に書き始

め られているので、重要な人物になるはず であったと考えられ る。いず れ にせ よ、注 目すべ きは 、初

め て現 れる歌のモティーフが否定的に描かれている点で ある。

次 に1917年 に執 筆され た『セイレー ンの沈 黙』9を見てみ よう。物謡 ま、「不十分で 、子供 っぽ い救

8Franz Kafka:Der Verschollene(Amerika) . Frankfurt a―M1994, S―114.以下(V)と略す。
9タ イトルは ブロートによる

。Vgl. Hartmut Binder:Kafka-Kommentar zu s舂tlichen Erz臧lungen.

M�chen 1975,5.238.
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助法も役に立つことの証 明」の例 として語 られる。カフカは、物語の 元になった『オデ ュッセイア』に い

くつか の変更を加 えている。

例えば 、『オデ ュッセイア』では 、女神キケローの助言 に従 つたオ デュッセウスが、仲 間に蝋の耳 栓

を詰 め、自分 は帆 住に縛 りつ けてもらう。一 方、カフカの 物語では、自ら綿 を耳 に詰め 、自ら体 を帆 柱

に鎖で縛 っている。セイレーンの歌 に関しても、『オデ ュッセイア』の歌は、耳栓で防ぐことができるが 、

カフカの方では、「すべ てを貫く」力を持 ち、耳栓が役 に立たないとされ ている。さらに、カフカの物 語

で は、セイレーンに沈黙 という武 器が持 たせ られている。これ は歌よりも恐ろしい武器とされる。

『オデ ュッセイア』とカフカの物 語の 比較 から分かることは、カフカの物語でセイレー ンの 歌の力 が

非 常に高 められ ていること、そ して 、歌の他 に沈黙が扱 われ 、歌以上 に強 力な武 器とされ ていること

である。で は、沈黙とは何か 。オ デュッセウスが打ち勝 つた時には、次 のように描か れている。

  しかし、オデュッセウスは一このように表現できるならば― 彼女たちの沈黙を聞かなかつた。彼女た

  ちは歌っている、だからそれを聞かないように気をつければ良い、と彼は思つたのだ。最初に彼は、

  彼女たちが首を曲げ、深く息をつき、目に一杯の涙をたたえ、半ば口を開くのを掠め見た。しかし、こ

  れらは、彼の周りで響いているのに聞こえないアリアなのだと彼は思った。lo

カフカのオ デュッセ ウスは、セイレー ンた ちが 歌つているとあくまで信 じ、綿を詰 めた 耳を澄ます 。し

か し、セイレーンは 声を出していない。彼女 達がするのは 、歌う身振りなのである。

『セイレー ンの沈黙』と全 く対 照的 に歌のモティーフが用 いられ ているの は、1922年 か ら執 筆され

た『蜘 で ある。下の引用は 、い ずれも城 に設 置された電話の音の描 写である。主人公Kの 耳には、

その音 が歌として知覚されている。

  受話器からは、今までKが 電話で聞いたことのないようなブンブンいう音が響いてきた。それはまる

  で、数知れない子供の声から、一しかしこの音は決して子供の声ではなく、かなり遠くの、非常に遠く

  から聞こえてくる歌声だった―、まるでこの音から、全くあり得ないやり方で、たつた一つの高くて強

  い声が形作られるようであり、その声が耳を打つ様子は、頼りない聴覚が聞き取れるよりもさらに深く

  へ入ろうとしているかのようであつた。ll

10Franz Kafka:Die Eiz臧lungen und andere ausgew臧lte Prosa . Hg. von Roger Hermes. Frankfurt a. M.

1996,5.351£ 以下(E)と略す。
"Franz Kafka:Das Schloﾟ. Bd 1:Text. Hg. von Malcolxn Pasley. New York/Frankfurt a. M.1982,5.36.
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  誰かが私に言ったように、城では電話が素晴らしい働きを見せているようで、そこではひっきりなしに

  電話がかかつてくる。当然仕事の速度は、かなり速められる。そのように絶え間なく電話が理彫 ている

  のが、こちらの電話にはざわめきと歌に聞こえる。皿

最初 の引用で は、電話か ら響いてくるブンブ ンとい う音が歌 として描 かれ 、次の 引用 では 、歌 はざわ

めきと同じものとして描 かれ ている。二つ の引用か ら、ここで 描かれ ているのは 、聞くための歌 、ある

い は歌うた めの歌 でないことが分かる。ここで の歌は 、音 そのもの に近い 歌であ り、ざわ めきや ブン

ブ ンいう音と同等のものなのである。

最後 に、1922年 に執筆され た『ある犬の研究』を見てお こう。この物語 は、一 匹の犬が犬族 につ い

て研究す る物語 である。ノ」込 い時に七匹の音楽 犬に 出会い 、衝 撃を受 けた犬が 、食物 と犬族 の関係

を考察しようと、断食を試 みる。そして、それが徒 労に終わ り、疲 れ きつてぐった りしている時 、彼 は一

匹の見知らぬ犬 に会う。その犬は 、ここで今から狩 りをすると言い 、主 人公の犬 に向こうへ行 つてくれ

ないかと頼む 。一連 のや り取りの後、主 人公の犬 は、あることに気づ く。

  私はもう何も答えなかつた。気がっいたからである一新しい命が私の中を駆け巡った、それは、恐れ

  が与えるような命であった一ひょつとしたら私以外には誰も気づかないかもしれない、ひとつひとつ

  の捉え切れないことから、この犬が胸の深いところで歌い始めているのに気がついたからである。

  「歌うんだね」、私は言つた。「そうだよ」、彼は真面目に答えた、「僕は歌う、もう少ししたらね、でもま

  だだ」。「もう歌い始めてるじゃないか」、私は言つた。「いや」、彼は言った、「まだ歌つてないよ。やめ

  てくれないか」。「君が否定しても、私には聞こえているんだよ」、私は震えながら言った。(E452)

この 見知らぬ犬 の歌を聞いた主人公の犬 は、不 安と差恥 に襲われ 、断食をしている時 に吐 いた血の

中に顔を突っ込む。歌のメロディーが、彼 めがけて飛 んでくる。

  (…)私は、果てしない不安と恥ずかしさから、目の前にある血だまりへ急いで顔を沈めた。つまり私

  は認めたと思ったのだ、この犬が知らずして歌つているのを、さらに言えば、彼から離れたメロディー

  が、自らの法則にしたがって空気の中を漂い、まるで歌つている犬のメロディーではないかのように、

  彼の頭上を越えてこちらに、私の方に、私の方にだけめがけて飛んで来るのを。(E452£)

主人公 の犬は 、後にこのような認識を否 定し、断食 による神 経過敏 のせ い にす る。とはいえ 、その 時

12Ebd
.,5.116.
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の彼は、歌のメロディーに逆らうことはできず、さらに強まるメロディーに追われるように逃げ出してい

る。主人公の犬は、体が良くなってから友人に話そうと思うが、うまく伝えられないだろうと考える。

この物語では、歌つていないのに歌う犬、押し寄せる歌のメロディーと、得たいの知れない力を持

った歌が描かれているのである。

さて、初期の『失踪者』から晩年の『ある犬の研究』までの物語に現れた歌のモティーフを見てきた。

ある物語では否定的に、またある物語では暗示的に用いられていた。これらは、―見すると、何のつ

ながりもなく、バラバラに用いられているように見える。しかし、『失踪者』から『ある犬の研究皿までの歌

は、ある一貫1生を持って描かれている。歌う者は理解してもらえず、歌を聞く者は理解できず、歌その

ものは何も伝えない。つまり、歌は伝達されないものとして描かれているのである。例えば、『失踪者』

では、ロビンソンの歌がニューヨークに届かず、ブルネルダは共同体から離れ、歌うことを禁じられて

いた。『セイレーンの沈黙』では、セイレーンの歌、さらには沈黙もオデュッセウスによって防がれて

いた。『刎 では、歌がざわめきやS�E声と同じであり、もはや何かを表現するものではなかつた。最後

の『ある犬の研究皿では、歌に恐ろしい力があり、主人公の犬は歌に襲われていた。

また、それぞれの歌は、『ヨゼフィーネ』とっながりを持っている。偉大な歌手であるのに理解されな

い姿は、ヨゼフィーネとブルネルダに共通する。歌うだけでなく、その身振りが強調される点は、セイ

レーンの沈黙と同じである。ピーピーというネズ鳴き(pfeifen)とヨゼフィーネの「歌」が近いように、城

の電話の鳴り響く音は歌として描かれている。犬が耳にした歌は、ヨゼフィーネの歌と同じように、得

たいの知れない力を持っている。それぞれの物語で用いられた歌のモティーフは、ヨゼフィーネの

物語でまとめられ、一つの物語を作り上げているのである。

以上、『ヨゼフィーネ』以前の歌のモティーフを考察することで、歌が一貫性を持って描かれてきた

こと、それぞれの物語の歌は、ヨゼフィーネの物語に収鰹 れることが分かった。では、カフカはなぜ

歌にこだわったのか、また、歌のモティーフによつて―体何を表現したのであろうか。

次の章では、日記の中に言i碁れた歌から先の疑問に対する答えを提示する。カフカが、上述したよ

うな歌のモティーフを使い始めたのは、『失踪者』からである。『失踪者』の前後の記述が重要になる。

物語執筆の少し前の日記には、ある演劇の歌に関する記述が数多く見られる。この演劇との出会い

は、カフカの人生と文学に非常に大きな影響を与えている。歌の描き方に影響を与えたのも、この演

劇との出会いであると考えられる。

3.

カフカと、歌を含めた音楽との関係は、非音楽性という言葉で説明されている。例えば、ノイマンは、

カフカと音楽を考える場合、非音楽性を出発点にしなければならないとして、カフカと音楽(ここでは
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歌も音楽 として―緒 に扱 われ ている)の関係を彼 の文学作 品 に読 みこん でいる13。そして前 の章で扱

つた物語の音楽 をそれ ぞれ 三つ のカテゴリー に分 類し、カフカの 音楽は 「文 化の不可能 陶 を表して

いると説いている14。

ノイマ ンの挙 げる非音 楽 性に関す る記述は 、1912年1月3日 の 日記 だけであるが、カフカ はそれ

以外 にも非音楽 性に関 ずる記 述を残 して いる。例 えば 、1911年12月13日 の 日記 には、次 のように

ある。

  歌唱協会(Singverein)によるブラームス・コンサート。私の非音楽性の本質は、音楽をまとまった形

  で楽しめないことにある。ただ時おり私の中で、ある作用が生じる、が、音楽的なものであることはど

  れほど稀なことか。聞いた音楽は、私の周りに自然に壁をめぐらす。唯一持続する音楽的な影響とは、

  自由になるどころか、閉じ込められてしまうということだ。―音楽に対するこうした尊敬の念は、文学を

  前にした人々にはないものだ。15

さらに、この記述の5日 後 、今度 は友人 のフランツ・ヴェル フェル と自分 を比べ て次のように書 いてい

る。

  私はW(ヴ ェルフェル―引用者)が嫌いだ、彼を羨んでいるからじゃない。でも確か に羨んでいる。

  彼は健康で、若く、裕福で、全てにおいて私とは違う。それ に彼は、音楽的な意味でとても良いものを、

  早くから、そしてやすやすと書いてきた。とても幸福な人生を送ってきたし、またこれからも送ることだ

  ろう、私は下ろすことのできない荷物を背負って仕事をしていて、音楽からは完全に切り離されてい

  る。(T299)

いずれ の 引用も、カフカと音楽の 関係 、そしてカフカ にとっての音楽 と文学の関係 を示 していて 、非

音 楽 性と文学は 、切り離 して考えられないかのように思われ る。しかし、上 の引用も含 めて、カフカが

音楽と文学の 関係を集 中的に記 してい る時期 の 日記 には 、これ 以外 にも歌に 関す る記述 が数 多くあ

る。それはイディッシュ演劇にお ける歌、あるい は俳 優か ら聞い た歌 に関する記述である。

歌 の記 述を見る前に、イディッシュ演劇とカフカにっい て簡 単に触れ ておきたい。

イディッシュ演 劇とは、「プー リム劇」(Purimspiel)と いう聖書 に基づ いた劇を起源 に、現在 の東欧

ia Gerhard Neumann:Kafka und Musik
, in:Franz Kafka. Schriffenverkehr. Freiburg 1990,5.391-398.

"Ebd
,5.397.

15Franz Kafka:Tageb�her
. Bd 1:ixt. Hg. von Hans-Gerd Koch, Michael M�ler und Malrom Pasley.

New Yc)rk City 1990, S―291.以下(T)と略す。
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を中心に広がつた演 劇のことである。1883年 にロシア帝政の勅令 によつて上演 を禁 じられ 、カフカの

生前 には、ニ ュー ヨークを中心 に発 展して いた16。

カフカは 、こうしたイデ ィッシュ劇 団の幾つ かと出会 つている。最初が 、1910年5月 、オーストリア鳳

ハ ンガ リー二重帝 国の北 東に位置 する、ガリシアの 首都 レンベル クか ら来た劇 団である。この時は あ

まり印象 に残 らず 、日記で ほんの少 し触 れられているにすぎない。二度 目が、1911年10月 、この時

もレンベ ルクから来 た劇 団であつたが、最 初のとは違った劇団であつた。1913年5月 、三度 目に出会

つたのが、「ウィーン ・ユダヤ豪陽 」(,Wiener J�ische B�ne`)で ある。

この 内、二度 目の 出会い が、カフカの人生 と文学に多大な影響を与えた。膨大な 目記の記 述がそ

れを物 語っている。カフカは、自分の観た 演劇 の詳細な内容 はもちろん、劇団の俳優達との交際など

も記録 している。当時、社会 から隔 絶した生活を送つていた にもかか わらず 、カフカは 、この劇団 のた

め に奔走 し、ユダヤ系 の雑誌 に推 薦文を書 いたり、俳優のために講 演を行ったりもしている。また 、ベ

ックは、日記 の記述をもとに実際の演劇 との比較を行ない 、その形 式などがカフカ作 品か ら読み 取れ

ると指摘している17。

さて、そうした 日記の 中に、カフカは歌を印象的に書いている。例 えば、最初 に観劇した 日には、歌

のメロディーの長 さ、それ に合った身振りなどを隷 ・ている。

  一いずれのメロディーも長く、体は喜んでそれらに身をまかせる。そのまっすぐに伸びてゆく長さの

  ために、これらのメロディーには、腰を揺らしたり、一杯に伸ばした腕を、穏やかに呼吸しながら上下

  させたり、手のひらを額に近づけるが触れるのを慎重に避けるといつた動作が、とてもうまく合わせ ら

  れている。(T59)

次の 日には 、そのようなメロデ ィー の役 劃を、登場人物(引 用文中の 「カフタンを着た二人」)を例 にし

て述べ 、鯛 憂達がうれ しそうに歌 う様 子を描 いている。

  ―これらのメロディーは、飛びあがるどんな人をも受け止め、メロディーが自分に熱狂を与えているこ

  とを信じようとしなくても、その熱狂を壊さずに全体を包みこむのに適している。というのも、特にカフ

  カタンを着た二人が急いで歌う様子は、まるで歌うこと自体が、本来の必要に応じて彼らのところへと

  体を伸ばしてくれるかのようであるし、歌っている間の手拍子から、俳優がどれほど至福を感じている

16VgL JUdお6hes Theater ehle dramatische Anthologie os句Ud疲her Dich艶r l ausgewahlもUbertragen und

eingeleitet vonAlexander Fliacberg. M�chen 1919, S.VII-X., Robertson, a.a.0.
"Evelyn T. Beck:Kafka and the Yiddish Theater. Its Impact an his Work. Wisoonsin 1971.
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  かはつきりと分かるからである。(r61)

そもそもイデ ィッシュ演劇は音楽 と結 びつ きが深く、当時の人 々 に一種 のカバ レットと考えられたよ

うである。ビンダーが 引い ている、1911年10月29日 付 けの『自衛 』(。Selbstwehr")紙 には、次 の記

事が載せ られ ている。

  先ごろ、ホテル 「ツェントラール」でドイツ・ユダヤの劇団が客演し、先 日は、その上演が非常に多くの

  観客に盛大な拍手で迎えられた。第―部では(…)我 々がその悲しく皮肉っぽい調子で知っているユ

  ダヤの民謡を、トライジン氏が歌つた。それから男装をした快活な婦人、クルーク夫人が登場した。彼

  女の芸は、観客を確実に楽しませるものだが、あまり飾りつけのないカバレットのような趣がある。18

また、バイヨンニは、劇の筋がグロテスクな身振 りによつて損なわれ なかった点 にカフカは魅 了され た

とし、歌のメロディーが演劇の筋 をまとめる上で重要な働きをしていたという19。しかし、カフカを魅 了し

たのは、そうした歌の性質だけではなか つた。カフカは次のように記 して いる。

  キリスト教徒に憧れたり、好奇心を持ったりせず、彼女がユダヤ人であり我々がユダヤ人であるため

  に、壇上にいて我々を引きつける彼女、その彼女が歌う唄、「ユダヤの子供遷 の発音、そのまなざし

  を見ていると、私のほほを震えが掠める。(T59)

ここには 、同じユダヤ人 としての共感 が記され ている。壇上 の女性 は ユダヤ人 であり、カフカたち観

客もユダヤ人で ある。そのために、彼女の歌、あるいはその身 振りが カフカたちを魅了し、歓喜させ る。

カフカは歌を聞きながら、自分のユダヤ性を感 じているのである。

こうした記 述の他にも、歌がユダヤ の共 同体で用 いられ る様 子も 日記 に記されている。例え ば、カ

フカは1911年11月29目 の 日記 に、劇団の俳 優か ら聞いたタルムー ドの一節を抜 き出している。

  ユダヤ敬度主義者の集い、その際、彼らはタルムードの問題について活発に議論する。話が途切れ

  たり、人が参加しなかったりすると、歌を歌つて補う。幾つかのメロディーが考え出され 、一つがうまく

  ゆくと、家族の者が呼び入れられる。そして彼らと一緒にメロディーを繰り返し、勉強する。(T276f.)

18Hartmut Binder
. Motiv und Gestaltung bei Franz Kafka. Bonn 1966,5.6.

19Baio加L a
.a.0.,5.44.
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ところで 、カフカ はイディッシュ演劇か ら非 常に感 銘を受け 、また 自らのユダ ヤ性 を意識す るように

なったと述べたが、それ は長く続 かなかつた。カフカは次第にイデ ィッシュ演 劇 に対して距離 を取るよ

うになってゆく。1912年1月6日 の 日記 には、そうした経緯が記されている。

  昨日、ファインマンの『副王』を観た。こうした作品の、ユダヤ的なものに対する感受性がなくなってし

  まつた。作品があまりに単調で、幾分か力強い爆発の細切れを誇る、ひどいものになつてしまつたか

  らだ。最初に幾つかの作品を観ていると、私は自分がユダヤ性というものの中に入りこんでいると考

  えることができた。その中には、私のユダヤ性の端緒となるものも幾っか休んでいた。私は、それら

  が私の方へ展開し、展開することによって、動きがぎこちなくなったユダヤ性の中にある私を啓発し、

  前へ進ませてくれるだろうと思った。そうなる代りに、耳を済ませ ば済ますほど、端緒となるものは私

  から遠ざかって行った。(T349)

この記 述か ら考えると、最 初カフカは、演劇 に 自分 のそれ までのユダヤ性 を発展させ る契機を感 じて

いたようである。しかし、何 度も観 劇す る内、次 第に演劇を単調 と感 じるようにな り、演劇 に対す る感 受

性 まで失った。つ いに は、演 劇に期待 していたユダヤ性 も自分から離 れて行ったと考えるので ある。

同じ 日の 日記 に、演 劇 に対 する批判 に続 けて、カフカはクル ーク夫 人の歌 につ いて記 している。こ

の 日、慈善興 業をした クル ー ク夫人 は、新しい唄と洒落 を幾 つか披露 した。これ に関してカフカは批

判 を加 えている。

  クルーク夫人は、慈善興業のために、いくつかの新しい唄を歌い、また二三の耳新しい洒落をとばし

  た。しかし、私が完全に彼女への感銘にとらえられていたのは、幕開きの唄の時だけだつた。(…)そ

  れにしても、昨 日は新しい唄を歌ったために、彼女は私に対して持っていた主要な影響力を損なつ

  てしまつた。この影響力とは、みずからの気質とすべてのカを完壁に表現する二三の洒落や唄を見

  つけ出した―人の人間が、その場で 自分自身を観客に見せることにあった。(T349f:)

この記 述か ら、カフカが 歌に何を求めていたか分かる。カフカにとって重要 なの は、歌 手がすべ て

を表現 するの に適 した唄を選ぶこと、そ して歌いながら、唄を選んだ歌手 自身を「観客の前 に見せ る」

(。sich zur Schau stellen")ことだ った。唄と歌手とのっ ながりがうまく行かなけれ ば、歌 はだめにな

つてしまう。その 日クル ーク夫人 が失敗 した原因 は、彼女 が選ん だ新しい 唄にあつた。同じ日記 の後

の方で 、カフカは 、彼女 が新 しい唄を歌っても自分につ いて 「何も新 しいことを示せ なか つた」(T34

9)と述べ ている。ロバ ー トソンは 、カフカが稚 拙なイデンッシュ演劇に萢か れ た理 由を、演劇の稚拙さ
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が 「生き生きとしたユダヤ文化 」を体 現していたことにあるとしたm。同じことは歌 にも言 える。前 の引用

か らも分かるように、カフカは歌 を聞きながら、彼女 がユダヤ人 であること、そして 自分たちがユダ ヤ

人であることを考えていた。カフカは、唄の新しさに惹 かれたので はなく、歌を通 じて現れるユダヤ性

に惹かれ たのである。

このクル ーク夫人の歌につ いての記述が、演劇 の批 判 に続 けて記 されたの は偶然 でなかった。こ

の 日の 日記の最 後に、カフカは次 のように記して いる。この新 しい 唄を聞いた人は 「不快な気持ちに

なつたに懲 ・な い。慰め になったの は、以前の完 壁な表現 が、そ の揺るぎがた い真実さでしつか り記

憶にとどまっていたので、今 目にしている光景も何とか我慢 できたことだ けだつた」(Ebd.)。カフカは

歌についても批判的になってしまつたのである。事実 、この記 述以 降、カフカの 日記 に演劇 の歌が記

され ることはなくなる。こうして、カフカはイディッシュ演劇と歌 に対す る感 受性を失 った。日記 の翌年、

1913年5月2日 、別 の劇 団によるイディッシュ演 劇を観 た時 、カフカは 日記に次の ように記す だけだ

つた。「イデ ッシュ演劇のこの 巨大なメナッセ。音楽 と共鳴する熱 狂にあつて僕 をつか むある種の魔法

僕はそれを忘れ てしまった」(T557)。

イディッシュ演劇の歌 に関す る記 述を見てきた。で は、こうした記 述と物語の 歌にどのような関係が

あるのだろうか。上に引用してきた 日記 の記述と、第二章で見た歌 の描 写を比べ ると、あることが分 か

る。それ は、日記 に記された歌を否 定的 に描 き出したのが物語 の歌 になつていることで ある。具体的

に述べ ると、例 えば 、日記 に記され た敬度主義者 の集 いで は、歌は 人か ら人 に伝 わつて行つた。一

方 、『失踪者 』で は、ロビンソンの歌 は伝わって行 かなか った。また、歌によってカフカにユ ダヤ1生を

感じさせた女性 歌手も、ブル ネル ダでは否定的な 姿を取って いた。さらに、カフカが開 憂を例に 出し

て説明したように、イディッシュ演劇 では、歌と身振りが密接 に関係していた。『セイレー ン』の 中にも、

歌と駒 身振 りが描かれ ていた。ところが、身振りは沈黙として歌 と切 り離 されていた。そして、歌 も歌う

身振りもオデ ュッセウスには伝 わ らなかつた。

さらに他 の事実も、こうした見解を裏付ける。第一 に、歌の モティー フを扱 い始 める時期 がある。カ

フカは、最後 に引用した 目記から一年も経 たない内 に『半1快』を書き上 げ 、作家としての誕生 を経験 す

る。それか ら間をおかず に『失踪者』に取り掛か り、歌のモティー フを扱 い始 めている。第二 に、歌の

モティー フにこだ わつていたことがある。カフカ は、『失 踪者』が未 完 に終わった後も、『セイレーンの

沈黙』、『城 』、『ある犬の研 究 』と、歌のモティーフを扱い 、一 貫して伝 達されないものとして描いてい

る。

イディッシュ演劇との出会 いは 、歌のモティー フに影 響を与えていた。演劇の歌 がユダヤ性を伝 え

なくなったように 、物語の歌も何かを伝 えなくなるのである。

Robertson, a.a.0,528.
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おわりに

第二章から、歌のモティーフにっいて考察してきた。『ヨゼフィーネ』以前の物語では、歌は次第に

普通の意味での歌を離れて行つたが、その描き方にある―貫1生があつた。歌は、いずれの物語でも

伝達されないものとして描かれていたのである。このような歌の描き方に影響を与えたのが、1911年

のイディッシュ演劇との出会いであった。最初に演劇と出会った時、カフカは演劇に、自分のユダヤ

性を発展させるユダヤ性を見た。演劇の歌からも、ユダヤ人意識を感じ取ることができた。しかし、カ

フカは次第に演劇から離れ、演劇に対しても、歌に対しても批畔」を加えるようになつた。もはや演劇は

カフカに自分のユダヤ性を発展させるきっかけを与えず、歌もユダヤ性を意識させなくなつてしまつ

たのであつた。

では、ヨゼフィーネの物語はどうだろうか。確かに、ヨゼフィーネの「駒 はネズミ族を引きつけ、ネズ

ミ族は彼女の「歌」を聞く。しかし、それはヨゼフィーネの望みとは違う。彼女の「歌」は決して理解され

ない。ネズミ族は、彼女の「歌」の力を認めるが、彼女の「歌」を歌として認めないのである。語り手は、

物語の終りの方で述べている。「(…)ヨゼフィーネの評判は悪くなるに違いない。今に、彼女の最後

のネズ鳴きが響き、そして何も聞こえなくなる時が来るだろう。彼女は、一族の永遠の歴史における小

さなエピソードであり、一族はこの損失を乗り越えるだろう」(376)。ヨゼフィーネの「歌」もネズミ族に

伝わらず、彼女は忘れられてゆくのである。

従来の『ヨゼフィーネ』研究で、物語をユダヤ的な物語と解釈する時には、カフカの晩年の境遇が

重要な前提となつていた。そして、その前提に基づいて、ネズミ族がユダヤ民族を表したかどうかが

問題であった。しかし、歌を辿つてゆくと、物語に込められたユダヤ的な要素は、従来の研究の着目

する点と異なつた点から見えてくる。カフカは、イディッシュ演劇の体験以降、歌のモティーフを用い

るようになった。そして『失踪者』から『ある犬の研究』まで姿を変えながらも同じように描き、『ヨゼフィ

ーネ』で一つの物語にした。つまり、カフカは、イディッシュ演劇で体験したユダヤ性への期待と幻滅

を歌のモティーフで表現しようと試み、幾つかの物語へ歌を描きこんだ。そして、『ヨゼフィーネ』で一

つの完結した物語に結実させたのである。イディッシュ演劇との出会いに影響を受けて働 ・始めた

モティーフを、―っの物語にまとめあげた点で、『ヨゼフィーネ』は、カフカとユダヤ性との関係を描い

た物語なのである。
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       Das Motiv des Gesangs in Kafkas Werken 
        — „Josefine, die Sängerin oder Das Volk der Mäuse" — 

                               SHIGEHITO Sasaki 

 „Josefine" entstand im Frühling 1924, kurz nachdem Kafka aus Berlin 

nach Prag zurückgekommen war. Zu dieser Zeit war Kafka ganz von einer 

jüdisch geprägten Atmosphäre umgeben. Er zeigte großes Interesse für den 

Zionismus und äußerte den Wunsch, nach Palästina auszuwandern. Seit der 

Übersiedlung nach Berlin lebte er mit einer ostjüdischen Frau zusammen. 

Dort las er hebräische Texte und hörte Vorlesungen über den Talmud an der 

Hochschule für die Wissenschaft des Judentums. Diese Situation spiegelt sich 

in seinem Schaffen wieder. Auch „Josefine" ist in diesem Zusammenhang zu 

sehen. 

  Man streitet aber darüber, ob das Werk das Judentum behandelt. Die einen 

sind der Meinung, daß das Volk der Mäuse den Juden darstelle, die anderen 

nicht. Viele Stellen spielen auf das Judentum an. Jedoch bei Kafka kommt 

das Wort „Jude" oder „Judentum" nicht vor. Das Werk ist parabolisch. In 

diesem Essay versuche ich, das Werk über das Motiv des Gesangs neu zu 

erfassen. 

  Das Thema des Werks ist das Verhältnis zwischen einer Sängerin und dem 

Volk der Mäuse. Aus einigen Perspektiven versucht der Erzähler, klar zu 

machen, was ihr Gesang ist. Er vergleicht ihren Gesang mit dem Pfeifen, das 

zu einer „charakteristischen Lebensäußerung" der Mäuse gehört. Josefinens 

Gesang aber ist nicht nur Pfeifen. Der Erzähler betrachtet die Frage von 

einer anderen Seite. Er behandelt „die feierliche Stille" bei ihrem Gesang und 

die „Volksversammlung". Zum Schluß ist ihr Gesang nicht mehr zu verstehen. 

Er wird weder als Gesang noch als „Pfeifen" geschrieben. 

  Das Motiv des Gesangs findet sich nicht nur in „Josefine". Kafka handelt 
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vom Motiv in einigen anderen Werken vom „Verschollenen" bis zur 

„Forschung eines Hundes". Gesang in diesen Werken dient nicht mehr als das 

Singen. Die singende Person kann einem anderen ihren Gesang nicht 

mitteilen, die hörende Person kann den Gesang nicht verstehen und der 

Gesang selbst wird als Rauschen oder Summen beschrieben. Der Charakter 

des Gesangs nähert sich schrittweise dem Josefinens. Warum beschäftigte 

sich Kafka über eine lange Zeit mit dem Motiv des Gesangs? 

  Kurz bevor Kafka den „Verschollenen" schrieb, begegnete er 1911 einem 

jiddischen Theater aus Lemberg. Er nahm viel Notiz von diesem Theater. 

Darunter finden sich auch manche Bemerkungen über Gesang. Gesang 

schien Kafka sehr wichtig zu sein. Zum einen spielt er eine bedeutende Rolle 

beim Theater. Zum anderen empfand Kafka das Judentum durch den Gesang. 

Aber seine Empfindung für das Theater und Gesang schwand. Er hielt beide 

für ungenügend und äußerte sich kritisch über sie. Als 1913 eine andere 

jiddische Truppe in Prag auftritt, notierte er im Tagebuch, daß der Zauber des 

Theaters ihn nicht mehr ergreife. Dieses Geschehen bildet den Hintergrund 

für das Motiv des Gesangs. 

 Mit dem Motiv des Gesangs beschrieb Kafka sein damaliges Erlebnis. In 

 „Josefine" behandelte er zusammenfassend dieses Motiv.  „Josefine" stellt sein 

jüdisches Erlebnis dar und ist also eine jüdische Erzählung. 
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